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児
童
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
法
律
で
は
、

児
童
虐
待
は
、「
保
護
者
が
、
児
童
の
健
や

か
な
心
身
の
成
長
・
人
格
の
形
成
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
行
為
」
と
定
義
さ
れ
て
い

ま
す
。

児
童
虐
待
は
、
基
本
的
人
権
を
侵
害
す

る
行
為
で
あ
り
、
誰
で
あ
っ
て
も
、
児
童
に

対
す
る
虐
待
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

し
つ
け
と
虐
待
の
境
界
線
の
判
断
は
難

し
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
判

断
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

保
護
者
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、

「
子
ど
も
自
身
が
納
得
で
き
る
理
由
が
な

い
」「
親
の
感
情
を
ぶ
つ
け
る
だ
け
の
し
か

り
方
を
し
た
」
場
合
な
ど
は
、
し
つ
け
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

保
護
者
が
し
つ
け
と
考
え
る
行
動
で
も
、

子
ど
も
の
心
と
体
の
成
長
・
発
達
に
と
っ

て
有
害
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
と
見
な

さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
。

子
育
て
を
放
棄
す
る
。

性
的
暴
行
を
加
え
る
。

時
に
は
命
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う

児
童
虐
待
。

春
日
市
で
も
こ
の
件
数
は

増
加
し
て
お
り
、

見
過
ご
せ
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
児
童
虐
待
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
り
、

笑
顔
を
取
り
も
ど
す
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

虐
待
と
は
… 

子
ど
も
の
た
め
に
な
ら
な
い
な
ら
、 

そ
れ
は「
虐
待
」で
す 

※　この写真は、本文とは関係ありません。

■市家庭児童相談室に相談のあった件数。統計を取り出した平成
12年以降、児童虐待の相談件数は急増している。相談のなかった
児童虐待も相当数あると考えられ、早急な対応が求められている。

児童虐待の相談件数 
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▽
身
体
的
影
響

打
撲
や
火
傷
、
骨
折
な
ど
の
外
傷
、
衛

生
状
態
の
悪
化
に
よ
る
皮
膚
疾
患
、
性
的

虐
待
に
よ
る
妊
娠
、
性
的
感
染
症
な
ど
が

見
ら
れ
、
時
に
は
、
死
に
至
っ
た
り
、
重

い
障
害
が
残
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
栄
養
障
害
や
愛
情
の
欠
如
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
で
、
成
長
障
害
が
生
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

▽
知
的
発
達
へ
の
影
響

身
体
的
虐
待
の
後
遺
症
と
し
て
、
知
的

発
達
の
障
害
が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ネ
グ
レ
ク
ト
に
よ
っ
て
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
な
か
っ
た
り
、

知
的
発
達
が
妨
げ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

▽
情
緒
や
行
動
面
へ
の
影
響

集
中
力
や
落
ち
着
き
の
な
さ
、
反
抗
的

行
動
、
暴
力
的
行
動
な
ど
の
情
緒
障
害
が

表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
護
者
か
ら
人
格
を
否
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
自
分
は
存
在
価
値
の
な
い
人
間

だ
と
考
え
た
り
、
自
虐
的
に
な
っ
た
り
と
、

性
格
の
ゆ
が
み
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

※「身体的暴力」の相談件数が多くを占めますが、最近の傾向として、「ネグレクト」の相談が増えています。

ネグレクト（保護の怠慢・拒否） 

心理的虐待 性的虐待 

身体的虐待 

　なぐる、ける、おぼれさせる、異物を飲ませる、火傷をさせる、冬や夜間
に戸外にしめだすなどの生命に危険を及ぼす行為。 

　適切な食事を与えない、下着など長期間ひどく不潔なままにする、極端に
不潔な環境の中で生活をさせる、病気になっても病院に連れて行かない、
乳幼児を家に残したまま度々外出したり、 
車の中に放置するなど子どもの健康状態や 
安全を損なう行為をすること。 
　また、子どもを遺棄すること。 

　子どもへの性交、性的暴行、性的行為の強要、教唆（※）など。性器や性交
を見せる、わいせつな写真などの被写体になることを強要する行為など。 
 
※教唆…犯罪を行おうと 
　思うように他人に 
　し向けること。 
 

　言葉による脅かしや脅迫、子どもの心を傷つけることを繰り返し言ったり、
子どもを無視したりする行為。 
また、子どもに拒否的な態度を示すこと。 
他のきょうだいとは著しく差別的な 
扱いをすることなど。 

きょうさ 

虐待の種類 

虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響 

今
回
、
法
律
が
改
正
さ
れ
、「
子

ど
も
の
目
の
前
で
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ

ー
が
そ
の
相
手
に
暴
力
を
ふ
る
う

（
以
下
Ｄ
Ｖ
）
」
こ
と
も
、
心
理
的
虐

待
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。直

接
、
子
ど
も
に
暴
力
が
及
ば
な

く
て
も
、
Ｄ
Ｖ
が
行
わ
れ
て
い
る
家

庭
の
中
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
深
刻

な
精
神
的
外
傷
（
ト
ラ
ウ
マ
）
を
受

け
、
情
緒
不
安
定
に
な
っ
た
り
、

登
校
拒
否
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

仮
に
、
目
立
っ
た
症
状
が
見
ら
れ

な
い
場
合
で
も
、
成
人
し
て
か
ら
対

人
関
係
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
、
後

に
な
っ
て
か
ら
D
V
の
影
響
が
表
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、

親
と
同
じ
暴
力
の
加
害
者
に
な
る
と

い
う
世
代
連
鎖
を
起
こ
す
場
合
も
あ

り
、
そ
の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
の

で
す
。

D
V
と
子
ど
も
と
の
関
係
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※
　
19
ペ
ー
ジ
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
通
信
」
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

虐
待
な
ど
の
問
題
は
、
な
か
な
か
表
に

現
れ
ず
、
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
そ
し
て
、
時
間
が
経
つ
ほ
ど
、
問

題
は
深
刻
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
虐
待
を
行
っ
て
い
る
親
自
身
も
辛

い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
が
辛
く
な
っ
た
」「
子
ど
も
に

つ
い
手
を
上
げ
て
し
ま
う
」「
配
偶
者
や
家

族
が
子
育
て
の
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
な
い
」

な
ど
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

は
、
相
談
機
関
な
ど
で
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
れ
が
、
解
決
へ
の
第
一
歩
に
な

り
ま
す
。

虐
待
は
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
学
校
や
保
護
者
、
地
域
の
人
た
ち
な

ど
、
子
ど
も
の
身
近
に
い
る
人
か
ら
の
通

報
が
、
と
て
も
重
要
で
す
。

法
律
が
改
正
さ
れ
、
通
告
義
務
の
対
象

の
範
囲
が
、「
児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
」

か
ら
「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

児
童
」
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通

告
先
と
し
て
、
市
町
村
の
窓
口
も
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

「
虐
待
と
言
い
切
れ
な
い
か
も
」
と
い
う

場
合
で
も
、
早
い
段
階
で
関
係
機
関
な
ど

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
、
虐
待

の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
虐
待
が
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
連
絡
さ
れ
た
人
の
責
任
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
人
の
、
個
人

情
報
や
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

医
師
や
公
務
員
な
ど
は
、
職
務
上
知
り

え
た
秘
密
を
守
る
義
務
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
場
合
で
も
、
児
童
虐
待
の
通
告
は
、

守
秘
義
務
違
反
に
あ
た
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
の
立
場
を

優
先
し
て
、
連
絡
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
子
育
て
を
支
援
す
る
機
関

や
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
の
仲

間
が
ほ
し
い
、
気
軽
に
話
せ
る
相
手
が
ほ

し
い
と
思
っ
た
ら
、
一
度
訪
ね
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

す
く
す
く
プ
ラ
ザ
の
た
ん
ぽ
ぽ
ル
ー
ム

（
交
流
広
場
）。
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
が
自
由
に
遊
べ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を 

「
虐
待
か
も
」と
思
っ
た
ら 

す
ぐ
に„
通
報
・
相
談
“を 

利
用
し
ま
せ
ん
か 

子
育
て
交
流
の
場 

気軽に利用・相談してください

虐待の連絡・子育ての相談
子育て支援センター
(家庭児童相談室)
須玖南2-120（すくすくプラザ内）
1（584）1015（相談専用）
5（584）7739

福岡中央児童相談所
1（586）0023
5（586）0044

育児相談
健康課
昇町1-120（いきいきプラザ内）
1（501）1134
5（501）0051

子育て交流の場
須玖児童センター
須玖南2-120（すくすくプラザ内）
1（573）2431
5（584）7739

光町児童センター
光町2-180-4
1（501）7014（5兼用）

毛勝児童センター
大土居1-38
1（581）5614（5兼用）

子育てステーションぽれぽれ
春日1-38
1（572）8740（5兼用）

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

問い合わせ先

▽
こ
ど
も
未
来
課
　
子
育
て
支
援
担
当

1
（
5
8
4
）
1
0
1
0

5
（
5
8
4
）
7
7
3
9

▽
人
権
女
性
政
策
課

1
（
5
8
4
）
1
1
1
1

5
（
5
8
4
）
1
1
5
3

▽
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身近な宝を再発掘！

春日市のお宝を募集します
市は、市内のかけがえのない歴史や文化資源や自慢の文化人

を探しています。
自薦・他薦、有名・無名は問いません。地域のお宝といえる
人や自慢のお宝、おすすめなどを紹介してください。
○お宝文化人

市内に居住または縁のある人で、芸能や文学、歴史、音楽、
茶道、華道、書道、陶芸、彫刻、映画、演劇、舞踏、木工、
農業、園芸、絵手紙、生活文化、遊びなどにたけている人

○お宝文化百選
市内の自然、景観、動物、植物、建物、風習、史跡

などのすばらしい歴史・文化資源や、地域の自慢など
応募方法　8月31日（水）までに、市内公共施設にある応募用

紙（チラシ裏面)に必要事項を書いて、直接窓口か、フ
ァックス、Ｅメール、郵送で提出する

応募・問い合わせ先　社会教育課「お宝探偵局」（〒816-
0831大谷6-24ふれあい文化センター内）

1（575）4121

5（593）7380
syakai@city.kasuga.
fukuoka.jp

行動力のある人を募集します

国勢調査調査員
各世帯への調査票の配布や回収、整理などを行う調査員を募集
しています。
国勢調査は、全国の人口や世帯数などを明らかにし、国政はも
ちろん、住民に密着した、行政の地域計画や福祉施策などに役立
てるためのもので、大変重要な調査です。
対象 秘密を厳守し、責任を持って調査事務が行える20歳以上の人
期間 9月上旬～10月下旬
報酬 担当する世帯数に応じて3～5万円程度
募集人員 700人程度
申込方法 随時電話で申し込む
申込・問い合わせ先 地域づくり課商工農政担当

1（584）1111 5（584）1153

6月1日から、クリーンパーク南部（下白水104-5）に直接可燃ゴミを持ち込む

際のゴミの処理料金が変わります。

料金 ゴミ10kgにつき140円（従来は110円）

問い合わせ先 環境対策課ごみ減量担当

1（584）1111 5（584）1147

クリーンパーク南部（福岡市南部工場）

ゴミの処理料金を変更
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国民年金は、国民一人ひとりの老後を国全体で支えていく
ための制度です。国民全員が、20～60歳までの40年間加入し、
保険料を納めなければなりません。
加入の手続きが遅れると、将来受け取る年金額が減ったり、
障害を持ったとき（障害年金）や一家の大黒柱が亡くなったと
き（遺族年金）など、もしものときの年金がもらえなくなった
りすることがあります。
就職や退職などで加入する年金が変わるときには、遅れな
いよう手続きしましょう。
20歳になったら・・・
20歳になった人で、厚生年金や共済年金に加入していない

人は、国民年金の第1号被保険者になります。
誕生日の前月末に、社会保険事務所から届出書が送られて

きますので、手続きしてください。
退職などで厚生年金や共済組合の資格を喪失したら・・・
60歳以上の人
国民年金への加入の必要はありません。ただし、加入期

間が不足している人や年金額を増やしたい人は、65歳まで
加入することができます。

60歳未満の人
国民年金の第1号被保険者になります。年金手帳と資格喪

失証明を持って、市役所で手続きしてください。
就職などで厚生年金や共済年金に加入したら・・・
国民年金の第2号被保険者になります。勤務先で手続きしてく

ださい。
厚生年金や共済組合などに加入している配偶者の被扶養者に
なったら・・・
国民年金の第3号被保険者になります。配偶者の勤務先で

手続きしてください。
国民年金を請求するときは・・・
原則として65歳になったら、請求手続きが必要です。加入

期間が第１号被保険者期間のみの人は市役所で、第2号・3号被
保険者期間が少しでもある人は社会保険事務所で手続きしてく
ださい。
※　手続きに必要なものなどは、事前に確認してください。
手続き・問い合わせ先
国保年金課年金担当 1（584）1111 5（584）1141
南福岡社会保険事務所 1（552）6111

国民年金

届出をお忘れなく

地球にやさしい生活を・・・

クリーン作戦・ガレージセール

▽
▽

▽

▽

○春のクリーン作戦
5月22日（日）、市内全域でクリーン作戦を行います。
これは、日ごろ通っている道路や歩道などを清掃し、空
きカンや空きビンを拾うことで｢ポイ捨て防止｣など市民一
人ひとりのマナーアップも目指そうというものです。
美しいまちづくりのため、家族でクリーン作戦に参加し
ましょう。
※　家庭ゴミを一緒に出さないでください。
○春のガレージセール
春日市生活環境組合連合会は、ガレージセールを行います。

家庭に眠っている日用品を必要な人に譲ることで、ムダなゴ
ミを減らし、環境にやさしい生活を目指しましょう。
日時 6月5日（日）（雨天中止） 午前10時～午後3時
会場 市役所来客用駐車場
出店者数 135組
注意
当日は、徒歩か自転車、公共交通機関を利用してください。
マイバッグを持参してください。
会場に駐車場はありません。車で来場する場合は、春

日原小学校(春日原南町4-37-1)の校庭を利用してくだ
さい。
商品に対するトラブルや盗難、事故などについては、当
事者間で解決してください。市や同連合会は一切責任を
負いません。
ゴミは必ず持ち帰りましょう。

問い合わせ先 春日市生活環境組合連合会事務局（環境対策課内）

1（584）1111 5（584）1147

▽
▽

▽

▽
▽
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母子家庭自立支援給付金

母子家庭の母の就職を支援し、自立を促進することを目的に

行っているもので、「自立支援教育訓練給付金」、「高等職業訓

練促進給付金」、「常用雇用転換奨励給付金」の3種類がありま

す。いずれも給付金の支給を希望する人は、事前の手続きが必

要です。

母子家庭等日常生活支援事業

母子家庭や父子家庭、寡婦の人を対象に、技能習得のための

通学や病気などで一時的に生活援助や子育て支援が必要なとき

に、身の回りの世話や保育をする家庭生活支援員を派遣します。

これを利用するには、事前の登録や利用申請が必要です。ま

た、利用回数の制限や、所得によって負担金が必要です。

※　詳しくは、問い合わせてください。

問い合わせ先 こども未来課母子児童担当

1（584）1111 5（584）1115

井上市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さんと意見
交換します。
気軽に参加してください。
日時・会場
６月24日（金） 小倉東公民館　
６月28日（火） 光町公民館
６月29日（水） 宝町公民館　
６月30日（木） 千歳町公民館
時間 午後７時～８時30分

○会場を変更します
８月４日（木）に行う予定の大
土居地区の会場を変更します。
変更前 浦の原集会場
変更後　ＪＡ筑紫大土居支店
問い合わせ先 行政管理課行
政管理担当

1（584）1111
5（584）1145

７日（火） 本会議（議案の上程、提案理由の説明など）

９日（木） 本会議（議案質疑など）

10日（金）・13日（月）・14日（火） 各常任委員会（議案審査）

15日（水）・16日（木）本会議（一般質問）

17日（金） 各常任委員会（議案審査のまとめ）

20日（月） 各常任委員会（閉会中の調査事件の調整など）

21日（火） 本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）

※　日程は、都合により変更になることがあります。傍聴す　

る場合は、事前に問い合わせてください。

問い合わせ先 議会事務局

1（584）1111 5（584）1146

支援します

ひとり親家庭のための支援事業

傍聴しませんか

春日市議会6月定例会

△

△
△
△
△

△
△
△
△
△
△

６月の日程

出前トーク「市長と語る」
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市民の皆さんが市政に参画できる場｢かすが市民懇話会｣の会

員を募集します。住みやすい街づくりのため、あなたの声を聞

かせてください。

対象 市内に居住または通勤・通学する18歳以上の人

活動内容 市政についての学習会 市長との意見交換会など

※　年5回程度会議を行う予定です。日程については、1回

目の会議（7月に予定）の際に決定します。なお、報酬や交

通費などの支給はありません。

任期 7月1日～平成19年6月30日（2年間）

募集人員 10人（書類選考により決定）

応募方法 ５月31日（火）（消印有効）までに、住所、氏名、年齢、性

別、電話番号、作文（テーマ｢春日市のここが好き、ここを改善

したらもっと好き｣、1,200字以内）を書いて提出する（郵送可）

応募・問い合わせ先 行政管理課行政管理担当（〒816-8501春

日市役所)

1（584）1111 5（584）1145

狂犬病予防のため、飼い犬の予防注射を行います。

この予防注射は、毎年受けさせなければなりません。近くの

会場に来てください。ただし、生後90日以内の犬は受けられま

せん。90日を経過した後に、最寄りの動物病院で忘れずに受け

てください。

また、犬の体調不良や都合がつかなかった場合は、後日、動

物病院で受けさせましょう。

注射料金 3,050円（動物病院の場合は料金が異なる）

○飼い犬は登録が必要です

犬を飼うときは、市に登録しなければなりません。犬の登

録は、一度行うと一生有効です。早めに済ませましょう。

登録手数料 3,000円

問い合わせ先 環境対策課生活公害担当

1（584）1111 5（584）1147

お忘れなく

狂犬病予防注射・犬の登録
■狂犬病予防注射日程表

※同時に犬の登録も受け付けます。

○地震で延期した地区の振替日
4月20日（水）の予防注射（若葉台西、小倉、大谷、紅

葉ヶ丘）は、地震のため延期しました。下記の日程に
振り替えて行います。

日 

5
月
16
日
（月）
 

5
月
17
日
（火）
 

5
月
18
日
（水）
 

会　 場 時　 間 

桜ヶ丘公民館 

岡本公民館 

須玖南公民館 

下白水南公民館 

下白水北公民館 

宝町公民館 

春日公園公民館 

ちくし台公民館 

浦の原集会場 

天神山公民館 

泉公民館 

日の出町公民館 

須玖北公民館 

弥生公民館 

ふれあい文化センター 
             第4駐車場 

午前  

午前 

午前 

午後  

午後  

午後  

午前  

午前 

午前 

午後 

午後  

午前 

午前 

午前 

午後 

  9 時 20 分 

10 時   5 分  

10 時 50 分  

  1 時 20 分  

  2 時 25 分  

  3 時 30 分 

  9 時 10 分  

  9 時 45 分  

11 時 00 分 

  1 時 20 分  

  2 時 45 分  

  9 時 20 分  

10 時 00 分  

10 時 55 分 

  1 時 20 分  

 

  9 時 50 分 

10 時 35 分  

11 時 35 分  

  2 時 10 分  

  3 時 15 分  

  4 時 00 分 

  9 時 30 分  

10 時 45 分  

11 時 30 分 

  2 時 30 分  

  3 時 45 分  

  9 時 45 分  

10 時 40 分  

11 時 30 分 

  2 時 00 分  

 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

 

△ △

あなたの「生の声」を市政に！

かすが市民懇話会会員募集



日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
全

国
一
斉
「
あ
そ
び
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
大
会
を
行
い
ま

す
。ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

５
月
21
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
体
育

室
（
大
谷
６-

28
）

参
加
費

一
人
１
０
０
円
（
景
品
代
、

保
険
料
）

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
20
日
（金）
ま
で
に
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

※
　
当
日
は
上
靴
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
　
合
原

ご
う
は
ら

（
〒
816-

０
８
４
６
下
白
水
南
５-

40
）

1(
５
９
２)

６
６
０
９(

5
兼
用)

第
４
師
団
創
立
51
周
年
と
福
岡
駐
屯

地
開
設
55
周
年
の
記
念
行
事
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
22
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
（
大

和
町
５-

12
）

内
容

▽
観
閲
式
▽
太
鼓
演
奏
▽
模
擬

戦
闘
訓
練
▽
戦
車
試
乗
▽
音

楽
演
奏
▽
イ
ラ
ク
人
道
復
興
支

援
コ
ー
ナ
ー
▽
模
擬
売
店
な
ど

※
　
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
南
福
岡
駅
と
西
鉄

春
日
原
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
（
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

３
時
）。

問
い
合
わ
せ
先

同
自
衛
隊
師
団
広
報
室

1(

５
９
１)

１
０
２
０（
内
５
２
４
７
）

今
回
は
、
市
内
南
部
の
水
城
跡
や
の

ぼ
り
窯が

ま

な
ど
を
、歩
い
て
見
学
し
ま
す
。

身
近
な
文
化
財
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。参

加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
18
日
（土）

午
前
９
時
〜
正
午

集
合
場
所

白
水
大
池
公
園
北
駐
車
場

（
下
白
水
２
０
９
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
18
日
（水）
〜
６
月
11
日

（土）
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
直
接
窓
口
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
資
料
館

1(

５
０
１)

１
１
４
４

5(

５
７
３)

１
０
７
７

市
内
に
居
住
す
る
人
が
対
象
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
12
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
集
合
　
午
前
９
時
30
分
）

会
場

西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階
競

技
場（
那
珂
川
町
中な

か

原ば
る

５
４
１
）

申
込
方
法

６
月
５
日
（日）
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

田た

中な
か

1(

５
９
１)

８
０
３
９

既
婚
女
性
を
中
心
に
、
コ
ー
チ
の
指

導
の
も
と
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

経
験
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
大
谷
６-

28
）

会
費

月
額
２

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

近こ
ん

藤ど
う

1(

５
９
３)

３
４
２
２(

5
兼
用)

市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
が
対
象
の

軟
式
野
球
チ
ー
ム
で
す
。
見
学
や
体
験

入
部
も
歓
迎
し
ま
す
。

練
習
日
（
い
ず
れ
か
）

▽
毎
週
月
・
金
曜
日

▽
毎
週
日
・
金
曜
日

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
（
大
谷
６-

28
）
な
ど

会
費

月
額
３

０
０
０
円

※
　
入
部
時
に
保
険
料
・
登
録
費
と
し

て
、
別
途
１

６
０
０
円
必
要
で
す
。

ま
た
、
兄
弟
児
割
引
も
あ
り
ま
す
。

連
絡
先

阿あ

比び

留る

1

０
９
０(

３
３
２
２)

１
０
７
８

〇
「
カ
ト
レ
ア
」

練
習
日
時

毎
週
火
・
金
曜
日

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
卓
球
場
（
大
谷
６-

28
）

問
い
合
わ
せ
先

渡わ
た

辺な
べ

1(

５
９
５)

４
０
６
１

〇
「
春
日
ひ
ま
わ
り
」

練
習
日
時

毎
週
火
・
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
卓
球
場
（
大
谷
６-

28
）

問
い
合
わ
せ
先

松ま
つ

本も
と

1(

５
７
３)

２
８
９
６(

5
兼
用)

「
あ
そ
び
の
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
大
会

陸
上
自
衛
隊

創
立
記
念
行
事

奴な

国こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館

歴
史
散
歩（
第
3
回
）

初
心
者
で
も
大
丈
夫
！

市
民
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

「
ラ
ブ
・
オ
ー
ル
」
部
員
募
集

軟
式
野
球
チ
ー
ム

「
春
日
少
年
野
球
」
部
員
募
集

年
齢
・
経
験
関
係
な
く
楽
し
め
ま
す

卓
球
部
員
募
集

のぼり窯



紙 

中
高
年
が
対
象
の
運
動
サ
ー
ク
ル
で

す
。
リ
ズ
ム
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

を
中
心
に
、楽
し
く
運
動
し
て
い
ま
す
。

見
学
や
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
第
１
・
３
木
曜
日
コ
ー
ス

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

▽
第
２
・
４
木
曜
日
コ
ー
ス

午
後
１
時
〜
３
時

※
　
両
コ
ー
ス
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
ア
リ
ー

ナ
（
昇
町
１-

１
２
０
）

会
費

月
額
７
０
０
円
（
両
コ
ー
ス
参

加
の
場
合
は
１

４
０
０
円
）

※
　
会
費
は
、
３
カ
月
分
を
前
納
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

佐さ

野の

1(

７
１
２)

４
６
２
０

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
20
歳

以
上
の
人
が
対
象
で
す
。

４
回
の
コ
ー
ス
中
で
、
健
康
運
動
指

導
士
が
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
運
動
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ス
を
終
了
す
る
と
、
一
般

会
員
と
し
て
い
き
い
き
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
（
１
回
目
・
い
ず
れ
か
）

▽
６
月
９
日
（木）

午
後
２
時
〜
４
時

▽
６
月
11
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

※
　
２
回
目
以
降
の
日
程
は
申
込
時
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容

▽
１
回
目
　
運
動
に
つ
い
て
講
話
・
ア

ン
ケ
ー
ト
・
体
力
測
定
・
形
態
測
定

▽
２
回
目
　
簡
易
健
康
度
測
定
（
運
動

負
荷
を
か
け
た
約
16
分
間
の
自
転
車

こ
ぎ
）

▽
３
回
目
　
結
果
説
明
と
目
標
設
定
・

ス
テ
ッ
プ
台
運
動

▽
４
回
目
　
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル

ー
ム
（
昇
町
１-

１
２
０
）

参
加
費

１

０
０
０
円

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
い
き
い
き
ル

ー
ム

1(

５
０
１)

１
１
６
２(

5
兼
用)

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
で
、身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

毎
週
火
曜
日（
第
３
火
曜
日
を

除
く
）

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル
（
大
谷
６-

28
）

会
費

月
額
２

０
０
０
円

※
　
別
途
、各
自
プ
ー
ル
利
用
料
金
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水み
ず

落お
ち

1(

５
７
３)

６
８
５
２

対
象
（
い
ず
れ
か
）

▽
介
護
認
定
の「
要
介
護
」「
要
介
護
１
」

に
該
当
し
、
デ
イ
ケ
ア
や
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
を
受
け
て
い
な
い
人

▽
虚
弱
の
た
め
、
転
倒
の
危
険
性
が
高

い
高
齢
者

日
時

６
〜
11
月
の
毎
週
木
曜
日
（
計

25
回)

午
前
11
時
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１-

１

２
０
）

参
加
費

１
回
１
５
０
円

※
　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
事
前
に
、
保
健
師
が
面

接
し
、
現
在
の
状
況
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

５
０
１)
１
１
３
４

5(

５
０
１)

０
０
５
１

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
音
楽
に
合
わ

せ
て
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
で
す
。

日
時

▽
毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
20
分

▽
毎
週
水
曜
日
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
（
昇

町
１-

１
２
０
）

会
費

月
額
２

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

池い
け

田だ

由ゆ

美み

子こ

1(

５
９
６)

８
９
０
２(

5
兼
用)

体
と
頭
を
使
う
ダ
ン
ス
は
、
健
康
と

若
さ
を
保
つ
の
に
最
適
で
す
。

こ
れ
か
ら
ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

▽
毎
週
金
曜
日
　
午
後
６
時
30
分
〜
９

時
30
分

▽
毎
週
土
曜
日
　
午
後
３
時
〜
５
時

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ

（
昇
町
１-

１
２
０
）

会
費

月
額
３

０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

合ご
う

原は
ら

1(
５
９
２)

６
６
０
９(

5
兼
用)

楽
し
く
運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

運
動
ス
タ
ー
ト
6
月
生
募
集

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か

健
康
美
人
ク
ラ
ブ

介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教
室

転
ば
ん
塾

音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

春
日
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ
ブ

健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル

Ｇ
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

中
高
年
運
動
初
心
者
の
健
康
づ
く
り

ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
運
動
サ
ー
ク
ル

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

森
の
木
幼
稚
園
の
制
服
や
バ
ッ
ク

▽
男
児
用
女
児
用
ど
ち
ら
で
も
可

▽
で
き
れ
ば
無
料
で
▽
中な

か

野の

1

(

５
９
３)

３
１
２
２

お
ん
ぶ
ひ
も

▽
抱
っ
こ
ひ
も
と
兼
用
で
は
な
い

も
の
▽
で
き
れ
ば
無
料
で
▽
神か

み

脇わ
き

1(

５
０
１)

２
８
６
９

このコーナーの掲載を希望する場合は
ハガキに、住所、氏名（匿名は不可）、
電話番号、品物名（色、サイズ、特徴
など詳しく）、有料・無料の別（有料
の場合は１万円を上限とする希望価
格）を書いて「〒816-8501春日市役所
広報担当」あてに送ってください。
リサイクルを進めるためのコーナ

ーです。営利目的での利用はできま
せん。なお、クレームなどは当事者
間で解決してください。



紙 

の 

出
し
方 

見

直
そう

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し

て
い
る
人
や
こ
れ
か
ら
従
事
し
よ
う
と

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

〇
平
日
コ
ー
ス

日
程

▽
講
義
　
７
月
19
日
（火）
〜
10
月
13
日

（木）
の
平
日
の
う
ち
21
日
間

▽
実
習
　
10
月
17
日
（月）
〜
平
成
18
年

１
月
31
日
（火）
の
う
ち
４
〜
５
日
間

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部

（
福
岡
市
南
区
大
楠

お
お
ぐ
す

３-

１-

１
）

申
込
期
限

６
月
10
日
（金）

〇
土
・
日
曜
日
コ
ー
ス

日
程

▽
講
義
　
８
月
28
日
（日）
〜
12
月
25
日

（日）
の
毎
週
日
曜
日
（
計
18
日
）

▽
実
習
　
平
成
18
年
１
月
10
日
（火）
〜

３
月
17
日
（金）
の
う
ち
平
日
４
日
間

会
場

麻
生
教
育
サ
ー
ビ
ス
（株）
介
護

実
習
室
（
福
岡
市
博
多
区
博は

か

多た

駅え
き

前ま
え

２-

20-

15
第
７
岡お

か

部べ

ビ
ル
９
階
）

申
込
期
限

７
月
29
日
（金）

定
員

各
10
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

２
万
円
（
別
途
健
康
診
断
経

費
と
し
て
１
万
円
程
度
必
要
）

申
込
方
法

受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
押
印
）
し
、
提
出
す

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

高
齢
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

３
０
９
０

高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な
ど

が
対
象
で
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

５
月
28
日
（土）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所

か
す
が
の
郷
地
域
交
流
ゾ
ー
ン

（
塚
原
台
３-

１
２
９
）

演
題

「
介
護
方
法
に
つ
い
て
」

講
師

大お
お

内う
ち

田だ

智と
も

子こ

さ
ん
（
同
セ
ン
タ

ー
介
護
福
祉
士)

申
込
方
法

５
月
27
日
（金）
ま
で
に
、
電

話
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー

1(

５
９
５)

８
１
８
８

5(

５
９
５)

６
３
６
１

治
療
に
必
要
な
血
液
は
、
す
べ
て
献

血
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

善
意
で
成
り
立
つ
献
血
に
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
日
・
会
場

▽
６
月
１
日
（水）

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１-

１
２
０
）

▽
６
月
13
日
（月）

日
の
出
小
学
校
体
育
館
（
日
の
出
町

３-

１-

10
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
（
市
福
祉

計
画
課
内
）

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

３
０
９
０

〇
進
行
性
筋
萎
縮
児
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

進
行
性
筋き

ん

萎い

縮し
ゅ
く

児
と
そ
の
保

護
者

日
程

７
月
30
日
（土）
〜
７
月
31
日
（日）

（
１
泊
２
日
）

場
所

千
石
の
郷
（
福
岡
市
早
良
区

石い
し

釜が
ま

）

定
員

30
人

〇
海
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
６
日
（土）
〜
９
日
（火）
（
３

泊
４
日
）

場
所

県
立
少
年
自
然
の
家
「
玄
海

の
家
」（
宗
像
市
神
湊

こ
う
の
み
な
と）

定
員

50
人

〇
山
の
キ
ャ
ン
プ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

の
在
宅
肢
体
不
自
由
児

日
程

８
月
25
日
（木）
〜
27
日
（金）
（
２

泊
３
日
）

場
所

や
す
ら
ぎ
荘
（
朝
倉
郡
筑
前

町
三さ

ん

ヶが

山や
ま

）

定
員

30
人

※
　
海
、山
の
キ
ャ
ン
プ
は
、高
校
生
で

も
参
加
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
込
締
切

５
月
31
日
（火）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
肢
体
不
自

由
児
協
会

1(

６
４
３)

３
２
６
２

5(

６
４
３)

３
３
０
４

郵
便
局
で
、
身
体
障
害
者
と
知
的
障

害
者
に
、
く
ぼ
み
入
り
の
郵
便
ハ
ガ
キ

20
枚
を
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対
象
（
い
ず
れ
か
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま
た
は
２

級
の
人

▽
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
の
人

受
取
方
法

５
月
31
日
（火）
ま
で
に
、
郵

便
局
の
あ
る
整
理
票
に
必
要
事

項
を
書
い
て
提
出
す
る

※
　
受
け
取
り
の
際
に
は
、
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
取
・
問
い
合
わ
せ
先

最
寄
り
の
郵

便
局

（財）
福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程
養
成
研
修

か
す
が
の
郷さ
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
者
教
室

春
日
市
献
血
推
進
協
議
会

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
内
の
肢
体
不
自
由
児
対
象

県
肢
体
不
自
由
児
療
育
キ
ャ
ン
プ

障
害
者
に
無
料
配
布

青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ
キ

中
身
を
使
い
切
っ
て
い
な
い

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー

缶
を
ゴ
ミ
に
出
す
と
、
ゴ
ミ
収

集
車
の
火
災
事
故
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
コ
ン
ロ

で
火
が
つ
か
な
い
こ
と
を
確
認

し
、
ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
は

「
シ
ュ
ー
」
と
い
う
音
が
出
な
く

な
る
ま
で
中
身
を
使
い
切
っ
て
、

「
陶
器
・
金
属
類
」
の
指
定
袋
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
環
境
対
策
課

ご
み
減
量
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
４
７

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ス
プ
レ
ー
缶



健
康
維
持
や
機
能
向
上
の
た
め
、
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
（
初
級
）

対
象

中
学
生
以
上
の
知
的
障
害
者

日
時

６
月
24
日
（金）
、７
月
22
日
（金）
、

８
月
26
日
（金）
、９
月
30
日
（金）
、

10
月
７
日
（金）
、11
月
11
日
（金）
、

12
月
２
日
（金）
、
平
成
18
年
１

月
27
日
（金）
、
２
月
24
日
（金）

（
計
９
回
）

午
後
６
時
30
〜
８
時
30
分

定
員

15
人

申
込
期
限

６
月
10
日
（金）

〇
中
高
生
水
泳
教
室

対
象

中
学
生
・
高
校
生
の
障
害
者

日
時

７
月
20
日
（水）
〜
22
日
（金）
、
26

日
（火）
〜
29
日
（金）
（
計
７
回
）

午
後
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

申
込
期
限

７
月
８
日
（金）

〇
ハ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
教
室

乗
用
の
車
イ
ス
に
ハ
イ
ド
サ
イ
ク

ル
を
取
り
付
け
、
自
転
車
の
よ
う
に

走
る
方
法
を
教
え
ま
す
。

対
象

車
イ
ス
使
用
者

※
　
日
程
な
ど
は
、
参
加
者
と
調
整

の
上
、
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
申

し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

定
員

10
人

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３-

１-

７
）

参
加
費

５
０
０
円
（
障
害
保
険
料
と

し
て
）

申
込
方
法

申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク

票
に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
す
る
（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま

す
。
な
お
、
申
込
書
な
ど
は
高
齢
障

害
課
窓
口
と
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

1(

５
８
２)

５
２
２
３

5(
５
８
２)

５
２
２
８

補
装
具
に
関
す
る
こ
と
や
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
当
日
は
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
申
請
も
受
け
付
け
ま
す
。

日
時

５
月
25
日
（水）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30

分

会
場

県
障
害
者
更
生
相
談
所
（
原
町

３-

１-

７
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
印
鑑

▽
身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
手
帳
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）

▽
補
装
具
再
交
付
の
場
合
は
、
前
回
交

付
さ
れ
た
補
装
具

※
　
座
位
保
持
装
置
の
再
交
付
は
、
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
巡
回
相
談
で
は
、
両

耳
の
補
聴
器
や
電
動
車
い
す
の
相

談
、
視
覚
障
害
者
の
眼
科
検
診
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

３
０
９
０

福
祉
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

会
費
は
、
地
域
福
祉
や
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
充
実
の
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
加

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
費
（
年
額
）

▽
一
般
会
員
　
１

２
０
０
円

▽
法
人
会
員
　
５

０
０
０
円

▽
賛
助
会
員
　
１
万
円

▽
特
別
会
員
　
３
万
円

加
入
方
法

会
費
を
持
参
す
る

申
込
先

▽
各
自
治
会(

公
民
館)

▽
か

す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
昇
町
３-

10
）
▽
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
ナ
ギ
の
木
苑
」（
下
白

水
１
０
４-

13
）
▽
社
会
福
祉
協

議
会
（
昇
町
３-

１
０
１
）

※
　
郵
便
振
込
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
総
務
課

1(

５
８
１)

７
２
２
５

5(

５
８
１)

７
２
５
８

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
６
日
（月）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１-

１

２
０
）

※
　
当
日
は
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

５
０
１)

１
１
３
４

5(

５
０
１)

０
０
５
１

春
日
市
で
今
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た

「
次
世
代
育
成
支
援
計
画
」
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。

行
政
と
市
民
と
が
一
緒
に
学
ぶ
こ
と

で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
春
日

市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

６
月
６
日
（月）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

５
７
２)
８
７
４
０
（
5
兼
用
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
・
戦
傷
病
者
巡
回
相
談

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
17
年
度
福
祉
会
員
募
集

障
害
者
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

次
世
代
育
成
支
援
計
画
学
習
会

「
乳
児
の
食
事
に
つ
い
て
」

子
育
て
教
室



毎
日
、
家
事
や
育
児
に
追
わ
れ
、
忙

し
く
し
て
い
る
お
母
さ
ん
の
た
め
の
教

室
で
す
。
心
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

託
児
（
無
料
）
も
行
い
ま
す
。

対
象

１
歳
未
満
の
子
を
持
つ
母
親
で

全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

日
程

６
月
13
日
〜
７
月
４
日
の
毎
週

月
曜
日
（
計
４
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
　
午
後
１
時
〜
）

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１-

１

２
０
）

参
加
費

１

２
０
０
円

定
員

15
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
16
日
（月）
〜
27
日
（金）

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

子
ど
も
の
氏
名
・
生
年
月
日
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

５
０
１)

１
１
３
４

5(

５
０
１)

０
０
５
１

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
８
・
９
月
の
妊
婦
と
そ

の
夫

日
時

６
月
18
日
（土）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１-

１

２
０)

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
講
演
▽
育

児
実
技
（
沐も

く

浴
実
習
な
ど
）

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
23
日
（月）
〜
６
月
３
日

（金）
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

産
予
定
日
を
伝
え
る

※
　
当
日
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

５
０
１)

１
１
３
４

5(

５
０
１)

０
０
５
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
春
日
ラ
ジ
オ
放
送
所（
昇
町
）

周
辺
で
は
、
電
話
で
通
話
中
に
、
ラ
ジ

オ
が
混
ざ
っ
て
聞
こ
え
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
す
ぐ
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡

放
送
局
技
術
部

1(

７
２
４)

２
８
９
０

5(

７
２
４)

２
８
９
２

水
の
事
故
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に

必
要
な
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
講

習
会
で
す
。

対
象

18
歳
以
上
の
人
で
、
３
０
０
ｍ

以
上
泳
げ
る
人

期
間

６
月
29
日
（水）
〜
７
月
２
日
（土）

（
４
日
間
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

県
立
総
合
プ
ー
ル
（
福
岡
市
博

多
区
東
平

ひ
が
し
ひ
ら

尾お

公
園

こ
う
え
ん

２-

１-

４
ア

ク
シ
オ
ン
福
岡
）

内
容

▽
水
上
安
全
法
概
論
▽
救
助
の

た
め
の
泳
ぎ
と
自
己
保
全
▽
お

ぼ
れ
て
い
る
人
を
救
助
す
る
具

体
的
な
方
法
▽
応
急
手
当
な
ど

受
講
料

２

０
０
０
円
（
教
材
代
、

保
険
料
）

定
員

70
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
期
限

５
月
16
日
（月）
〜
６
月
10
日

（金）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字
社
福
岡

県
支
部
事
業
課

1(

５
２
３)

１
１
７
１

5(

５
２
１)

２
５
５
２
　

春
日
市
・
大
野
城
市
・
那
珂
川
町
に

在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上
の

人
が
対
象
で
す
。

人
工
呼
吸
法
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

A
E
D
（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）
な
ど
の
応

急
処
置
を
学
べ
ま
す
。

日
時

▽
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

６
月
５
日
（日）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
上
級
救
命
講
習

６
月
19
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
　
上
級
救
命
講
習
は
、
筆
記
・
実
技

試
験
も
行
い
ま
す
。

会
場

同
消
防
本
部
（
春
日
２-

２-

１
）

定
員

各
30
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
消
防
本
部

救
急
係

1(
５
８
４)

１
１
９
９

5(
５
８
４)

１
２
０
０

育
児
の
疲
れ
を
解
消

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

ラ
ジ
オ
の
電
波

電
話
へ
混
入
し
て
い
ま
せ
ん
か

日
本
赤
十
字
社

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
会

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部

救
命
講
習
会



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
経
営

に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

期
間

６
月
18
日
（土）
・
19
日
（日）
・
26

日
（日）
、
７
月
２
日
（土）
・
10
日

（日）
（
計
５
回
）

会
場

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚

よ
し
づ
か

本ほ
ん

町ま
ち

９-

15
）

受
講
料

３

０
０
０
円

定
員

40
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
方
法

６
月
６
日
（月）
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
商
工
会
連

合
会
経
営
支
援
課

1(

６
２
２)

７
７
０
８

5(

６
２
２)

７
７
９
８

nobuko@
joho-fukuoka.or.jp

文
書
作
成
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
学

習
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
わ
か
り

や
す
く
教
え
ま
す
。

日
程

①
６
月
６
日
〜
23
日
の
毎
週
月
・
木
曜

日
（
計
６
回
）

②
６
月
６
日
〜
22
日
の
毎
週
月
・
水
曜

日
（
計
６
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

同
公
民
館
（
春
日
１-

１
１
１
）

受
講
料

１
万
５
０
０
円
（
教
材
費
込

み
）

定
員

各
８
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
18
日
（水）
〜
25
日
（水）

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

日
程
（
①
か
②
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

５
７
１)
４
１
４
９

5(

５
７
１)

７
９
２
１

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
仕
事
な
ど

で
平
日
の
昼
間
に
相
談
に
来
る
こ
と
が

難
し
い
人
の
た
め
に
、
６
月
ま
で
の

間
、
毎
週
月
曜
日
の
相
談
受
付
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
に
延
長
し
、
毎
月
第

２
土
曜
日
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。ご

利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
・
時
間

▽
毎
週
月
曜
日
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

▽
火
〜
金
曜
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▽
毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

持
っ
て
く
る
も
の

▽
年
金
手
帳
や

年
金
証
書
▽
年
金
加
入
期
間

な
ど
が
わ
か
る
資
料
な
ど

※
　
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

で
す
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

南
福
岡
社
会

保
険
事
務
所
（
福
岡
市
南
区
塩し

お

原ば
る

３-

１-

27
）

1(

５
５
２)

６
１
１
１

青
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
地
域
の
青

少
年
健
全
育
成
活
動
の
活
性
化
の
た
め

の
海
外
研
修
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ィ
ン
グ

２
０
０
５
青
年
の
翼
」
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

期
日

11
月
12
日
（土）
〜
20
日
（日）
（
８
泊

９
日
）

訪
問
先

▽
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ス

▽
ド
イ
ツ
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
コ
ー
ス

募
集
人
員
（
年
齢
は
４
月
１
日
現
在
）

▽
リ
ー
ダ
ー
（
30
〜
39
歳
）

６
人

▽
メ
ン
バ
ー
（
18
〜
29
歳
）

64
人

参
加
費
用

▽
リ
ー
ダ
ー
　
７
万
円

▽
メ
ン
バ
ー
　
12
万
５

０
０
０
円

申
込
期
間

５
月
16
日
（月）
〜
６
月
17
日

（金）

※
　
募
集
要
項
は
市
社
会
教
育
課
（
大

谷
６-

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

内
）
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
青
少
年
課

内
青
年
の
翼
実
行
委
員
会
事
務

局

1(

６
４
３)

３
３
８
７

5(

６
４
３)

３
３
８
９

小
学
３
〜
６
年
生
が
対
象
で
す
。

地
域
の
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
、
み
ん

な
で
筑
紫
地
区
内
１
０
０
㎞
を
歩
き
ま

せ
ん
か
。

日
程

８
月
９
日
（火）
〜
13
日
（日）
（
４
泊

５
日
）

参
加
費

２
万
円
（
食
費
な
ど
と
し
て
）

定
員

１
５
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

５
月
16
日
（月）
以
降
の
月
〜

金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

に
、
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

※
　
中
高
生
ス
タ
ッ
フ
と
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

つ
く
し
路
１

０
０
㎞
徒
歩
の
旅
実
行
委
員
会

（
（社）
つ
く
し
青
年
会
議
所
事
務

局
内
）

1(

９
２
４)

８
３
３
８

5(

９
２
１)

２
９
０
６

県
は
、
従
来
の
職
業
訓
練
に
企
業
実

習
を
組
み
込
ん
だ
実
践
的
職
業
人
を
養

成
す
る
訓
練
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
型

職
業
訓
練
」
を
行
い
ま
す
。

お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
若
年
求
職
者

が
対
象
で
す
。

訓
練
科
目

溶
接
科

期
間

７
月
15
日
（金）
〜
平
成
18
年
６
月

29
日
（木）
（
１
年
間
）

場
所

県
立
福
岡
高
等
技
術
専
門
校

（
福
岡
市
東
区
千ち

早は
や

４-

24-

１
）

定
員

10
人

募
集
締
切

６
月
９
日
（木）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
専
門
校

1(

６
８
１)

０
２
６
１

5(

６
８
１)

０
２
６
３

商
工
会
創
業
塾

ネ
ッ
ト
活
用
型
経
営
講
座

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
教
室

社
会
保
険
事
務
所
年
金
相
談

時
間
延
長
と
休
日
開
設

訓
練
生
募
集

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
型
職
業
訓
練

参
加
者
募
集

青
年
の
翼
海
外
研
修

参
加
者
募
集

つ
く
し
路
1
0
0
㎞
徒
歩
の
旅



春
日
市
少
年
の
船
Ｏ
Ｂ
会
と
春
日
ま

ち
づ
く
り
塾
１
期
生
「
さ
ん
し
ょ
う
の

会
」
は
、
も
ち
米
稲
作
を
体
験
す
る
親

子
を
募
集
し
ま
す
。

私
た
ち
の
食
べ
る
も
の
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
を
経
験
し
、
自

然
と
の
共
生
や
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
親
子
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ

ん
か
。

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
程
　

▽
６
月
18
日
（土）

開
講
式
・
田
植
え

▽
８
月
　
除
草

▽
10
月
　
稲
刈
り

▽
11
月
　
餅
つ
き

※

土
・
日
曜
日
に
行
う
予
定
で
す
。

場
所

大
野
城
市
畑は

た

ヶが

坂さ
か

２
丁
目

参
加
費

▽
子
ど
も
　
１

０
０
０
円

▽
大
人
　
１

５
０
０
円

定
員

40
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

６
月
６
日
（月）（
必
着
）ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に

「
も
ち
米
稲
作
体
験
希
望
」、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
５
３

子
ど
も
の
創
造
力
を
は
ぐ
く
み
、

「
人
」
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
の
塾
で
す
。

専
門
家
と
一
緒
に
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

〇
自
然
体
験
活
動

対
象

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

日
程
・
内
容

▽
６
月
12
日
（日）

説
明
会
（
必
須
）

▽
７
月
17
日
（日）

水
生
生
物
調
査
・

川
遊
び

▽
８
月
27
日
（土）
〜
28
日
（日）

阿
蘇
で

農
村
体
験
・
草
ス
キ
ー
・
火
山
博

物
館
見
学
・
星
の
観
察
な
ど

▽
10
月
23
日
（日）

秘
密
基
地
作
り

▽
12
月
18
日
（日）

化
石
・
岩が

ん

窟く
つ

調
査

参
加
費

１
万
円
（
宿
泊
費
な
ど
を

含
む
）

定
員

40
人

〇
不
思
議
研
究

対
象

小
学
４
〜
６
年
生

日
程
・
内
容

▽
第
１
水
曜
日
　
理
科

▽
第
２
火
曜
日
　
英
会
話

▽
第
３
火
曜
日
　
算
数
・
英
語

時
間

午
後
６
時
15
分
〜
８
時

場
所

ぽ
れ
ぽ
れ
館
（
春
日
１-

38
）

参
加
費

月
額
１

５
０
０
円
（
教

材
費
込
み
）

定
員

20
人

申
込
方
法

５
月
30
日
（月）
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
学
校
名
・
学
年
を
伝
え
る

※
　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

1(

５
７
２)

８
７
４
０
（
5
兼
用
）

県
内
に
住
む
18
歳
以
上
の
人
を
対
象

に
、県
の
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
昼
食
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
７
日
（火）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
45
分

見
学
先

▽
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー

▽
大
濠
公
園
能
楽
堂

▽
大
濠
公
園
日
本
庭
園

▽
ア
ク
ロ
ス
福
岡

定
員

45
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

応
募
方
法

５
月
27
日
（金）
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
申
請
、
電
子
メ
ー

ル
で
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
実
施
日
を
伝
え
る

※
　
１
回
の
申
し
込
み
で
、
３
人
ま
で

応
募
で
き
ま
す
。
同
行
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
も
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

当
選
者
に
の
み
、
６
月
３
日
（金）
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
県
民
情
報

広
報
課
広
聴
係
（
〒
812-

８
５

７
７
福
岡
県
庁
）

1(

６
４
３)

３
１
０
３

5(

６
４
３)

３
１
０
７

http://w
w
w
.shinsei.pref.fuku

oka.lg.jp
approach@

pref.fukuoka.lg.jp

地
域
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
で
積
極

的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
女
性
が
対
象

で
す
。

外
国
の
各
種
制
度
や
施
設
の
視
察
、

人
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
国
際
的
視

野
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

対
象

県
内
に
居
住
し
、
４
月
１
日
現

在
20
〜
65
歳
の
女
性
（
公
務
員

や
学
生
を
除
く
）

日
程

10
月
16
日
（日）
〜
23
日
（日）

※
　
こ
の
ほ
か
に
事
前
・
事
後
研
修
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

研
修
先

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
フ
ラ
ン
ス

コ
ー
ス

▽
福
祉
・
女
性
の
人
権
コ
―
ス

▽
経
営
・
労
働
コ
ー
ス

定
員

20
人
程
度
（
書
類
選
考
と
面
接

に
よ
り
決
定
）

費
用

20
万
円
程
度

募
集
期
間

５
月
16
日
（月）
〜
６
月
23
日

（木）

※
　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同
参
画
推

進
課

1(

６
４
３)

３
３
９
１

5(

６
４
３)

３
３
９
２

「
地
産
地
消
」
を
体
験

も
ち
米
稲
作
体
験
参
加
者
募
集

自
然
体
験
活
動
・
不
思
議
研
究

学
び
合
い
塾

施
設
見
学
し
ま
せ
ん
か

県
政
バ
ス
・
ア
プ
ロ
ー
チ
号

県
女
性
海
外
研
修
事
業

女
性
研
修
の
翼



平
成
18
年
歌
会
始
の
お
題
が
「
笑

み
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
笑
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い
れ
ば

よ
く
、「
笑わ

ら

ひ
」
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

▽
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
、一
人
一
首
の
み
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

▽
用
紙
は
半
紙
（
和
紙
）
と
し
、
毛
筆

で
自
書
す
る
。

▽
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
自
　

書
で
き
な
い
場
合
は
、
代
筆
ま
た
は

ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
用
い

て
も
よ
い
。
な
お
、
視
覚
障
害
者
は
、

点
字
で
も
よ
い
。

※
　
代
筆
の
場
合
は
、
代
筆
の
理

由
、
代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏

名
を
、
ま
た
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
を

使
用
し
た
場
合
は
、
そ
の
理
由

を
別
の
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に

添
え
る
。

▽
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
用
い
、
右
　

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
　

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名

（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業
（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
縦
書
き
す
る
。
な
お
、
無
職
の
場

合
は
「
無
職
」
と
書
き
、
以
前
に
職

業
に
就
い
た
こ
と
の
あ
る
場
合
に

は
、
な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
く
。

詠
進
の
期
限

９
月
30
日
（金）
（
当
日
消

印
有
効
）

※

封
筒
に
は
必
ず「
詠
進
歌
」と
書
い

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、不
明
な
点
は
、内
庁
式
部
職

に
郵
便
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
、
必
ず
返
信
用
封
筒
（
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
切

手
を
は
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

詠
進
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
内
庁
（
〒

100-

８
１
１
１
）

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/12

/d12-08.htm
l

退
職
金
制
度
を
持
つ
こ
と
が
困
難
な

企
業
に
対
し
、
相
互
共
済
と
国
が
、
退

職
金
制
度
の
確
立
を
援
助
し
ま
す
。

特
色

▽
国
の
制
度
な
の
で
、
安
全
・
確
実
・

有
利

▽
適
格
退
職
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

▽
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成

▽
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
可
能

▽
税
法
上
、
掛
け
金
は
全
額
非
課
税

▽
過
去
の
勤
務
期
間
の
通
算
や
企
業
間

を
転
職
し
た
場
合
の
通
算
が
可
能

▽
掛
け
金
は
預
金
口
座
か
ら
振
替

▽
退
職
金
は
直
接
退
職
者
に
支
払
う
の

で
、
管
理
が
簡
単

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
勤
労

者
退
職
金
共
済
事
業
本
部

1(

６
３
１)

２
５
５
１

5(

６
５
１)

６
２
８
２

勤
労
者
退
職
金
共
済
事
業
本
部

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

野菜・肉・ごはんを一緒に取るこ

とができます。ボリュームたっぷり

なので、一皿でお腹一杯

材料（4人分）

キャベツ………………………８枚

合びき肉………………………４００ｇ

ご飯……………………………１６０ｇ

たまねぎ（みじん切り）…………５０ｇ

にんにく（すりおろし）…………１かけ分

塩……………………………少々

スープ

水………………………300ml程度

固形ブイヨン…………２個

赤ワイン（または酒）…75ml

ケチャップ……………大さじ１

ホールトマト…………１缶

ピーマン……………………２個

赤ピーマン…………………２個

じゃがいも…………………２個

作り方

①　キャベツはさっと洗って、固め

にゆでる。

②　ひき肉とたまねぎ、にんにく、

塩、ご飯を混ぜ合わせる。

③　②を8等分し、①で包む。

④　鍋にスープの材料を入れて火に

かけ、沸騰したら③を入れて煮込

む。

⑤　ピーマンと赤ピーマン、じゃが

いもは食べやすい大きさに切って

④の鍋に加えて煮る。

⑥　野菜に火が通ったら出来上がり。

お
題
は
「
笑
み
」

平
成
18
年
歌
会
始



県
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
金
額

▽
一
般
助
成
　
１
団
体
に
つ
き
30
万
円

▽
特
別
助
成
　
１
団
体
50
万
円
〜
１
０
　

０
万
円

申
込
期
限

５
月
31
日
（火）

※
　
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
の
推
薦

を
希
望
す
る
団
体
は
、
５
月
25
日
（水）

ま
で
に
、
市
地
域
づ
く
り
課
か
社
会

教
育
課
に
同
財
団
に
あ
る
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印

刷
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

（財）
福
岡
県
地
域
福
祉

財
団
振
興
課

1(

５
８
２)

２
３
９
６

5(

５
８
２)

２
４
１
５

h
ttp
://w
w
w
.fp
-kikin

.o
r.jp
/

５
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

７
月
〜
９
月
に
事
業
を
予
定
し
て
い

て
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
５
月
31

日
（火）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
10
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
も
、
随
時
、
相
談
や
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
国
際
交
流
活
動
▽
国
際
交
流

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

活
動
経
費
の
1/3
〜
1/2
を
補

助
（
上
限
30
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
５
３

４
月
１
日
現
在
の
自
動
車
所
有
者

に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
。
５
月
31
日
ま
で
に
、
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

５
月
31
日
ま
で
は
、
指
定
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支
払
い
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
や

不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
筑
紫
県
税
事
務
所

1(

５
１
３)

５
５
７
６

5(

５
１
３)

５
５
９
７

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
は
、

国
内
の
非
営
利
団
体
（
任
意
団
体
を
含

む
）
が
実
施
す
る
市
民
レ
ベ
ル
で
の
国

際
交
流
事
業
に
対
し
、
旅
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

９
月
〜
平
成
18
年
３
月
の
間
の
実
施

分
は
、
６
月
１
日
（水）
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
経
費

航
空
運
賃
お
よ
び

滞
在
費
（
上
限
２
０
０
万
円
）

※
　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

る
か
、
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

同
基
金
文
化

事
業
部
市
民
青
少
年
交
流
課

1
０
３(

５
５
６
２)

３
５
３
２

5
０
３(

５
５
６
２)

３
５
０
５

h
ttp
://w
w
w
.jp
f.g
o
.jp
/J/cu

ltu
re
_j/civil/su

p
p
o
rt.h
tm
l

第
２
次
世
界
大
戦
で
戦
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
に
従
事
し
た
「
旧

日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」
と
「
旧

陸
海
軍
従
事
看
護
婦
」（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
、
内
閣
総
理

大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限

平
成
19
年
３
月
31
日
（土）

※
　
請
求
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
管

理
室
業
務
担
当

1
０
３(

５
２
５
３)

５
１
８
２

5
０
３(

５
２
５
３)

５
１
９
０

試
験
日

▽
筆
記
　
８
月
３
日
（水）
・
４
日
（木）

▽
実
技
　
10
月
15
日
（土）
・
16
日
（日）

試
験
会
場

第
一
保
育
短
期
大
学
ま
た

は
第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府
市

五ご

条
じ
ょ
う３-

11-

25
）

願
書
受
付
期
間

５
月
16
日
（月）
〜
27
日

（金）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

市
こ
ど
も
未

来
課
保
育
所
担
当

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
１
５

試
験
日

７
月
28
日
（木）

試
験
会
場

第
一
経
済
大
学
（
太
宰
府

市
五
条

ご
じ
ょ
う

３-

11-

25
）

願
書
受
付
期
間

５
月
30
日
（月）
〜
６
月

３
日
（金）

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
健
康
対
策
課
健
康
増
進
係

1(

５
１
３)

５
５
８
３

5(
５
１
３)

５
５
９
８

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

納
期
は
5
月
31
日

自
動
車
税

贈
呈
し
ま
す

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
が
海
外
の
病
院
で

診
療
を
受
け
た
場
合
、
申
請
を
す

る
と
保
険
の
適
用
範
囲
内
で
払
戻

し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
治
療
目
的
で
の
渡
航
な

ど
は
支
給
対
象
外
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
療
養
費
支
給
申
請
書

▽
診
療
内
容
明
細
書

▽
領
収
明
細
書

※
　
書
類
が
外
国
語
で
書
か
れ
て

い
る
場
合
は
、
日
本
語
の
翻
訳

文
（
翻
訳
者
の
氏
名
、
住
所
も

記
載
）
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
保
年
金
課
窓
口
に

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の

で
、
海
外
に
行
く
前
に
は
見
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
４
１

海
外
療
養
費

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
応
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
促
進
事
業

助
成
し
ま
す

市
民
青
少
年
交
流
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

受
験
し
ま
せ
ん
か

平
成
17
年
度
調
理
師
試
験

受
験
し
ま
せ
ん
か

平
成
17
年
度
保
育
士
試
験



地
震
な
ど
で
家
な
ど
に
被
害
を
受
け

た
場
合
、
税
金
を
減
免
し
ま
す
。

▽
固
定
資
産
税

土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
は
、
被
害

の
程
度
が
２
割
以
上
の
場
合
、
被
害

の
程
度
に
応
じ
て
減
免
し
ま
す
。

▽
市
・
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税

住
宅
や
家
財
の
損
害
の
金
額
が
そ
の

も
の
の
価
格
の
３
／
10
以
上
で
、
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

０
０
０

万
円
以
下
の
人
、
被
害
の
程
度
や
所

得
金
額
に
応
じ
て
減
免
し
ま
す
。

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
・
国
保
年
金

課

1(

５
８
４)

１
１
１
１

5(

５
８
４)

１
１
４
１

〇
国
税
や
県
税
の
申
告
・
納
税

災
害
に
よ
り
、
期
限
内
に
国
税
の

申
告
や
納
税
な
ど
が
で
き
な
い
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
期
限
の
延
長
や
納

税
の
猶
予
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。県

税
は
、
自
動
車
税
な
ど
の
減
免

や
申
告
期
限
の
延
長
な
ど
の
救
済
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
筑
紫
税
務
署

1(

９
２
３)

１
４
０
０

http://w
w
w
.fukuoka.nta.

go.jp

▽
筑
紫
県
税
事
務
所

1(

５
１
３)

５
５
７
３

5(

５
９
２)

３
２
４
２

４
月
１
日
か
ら
、「
改
正
育
児
・
介

護
休
業
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
対
象
の
労
働
者
や

育
児
休
業
期
間
、
介
護
休
業
の
取
得
回

数
な
ど
が
変
更
と
な
り
、
看
護
休
暇
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

県
生
活
労
働
部
労
働

局
新
雇
用
開
発
課

1(

６
４
３)

３
５
８
６

5(

６
４
３)

３
６
１
９

〇
育
児
・
介
護
休
業
給
付
制
度
も
改
正

雇
用
保
険
の
育
児
・
介
護
休
業
給

付
制
度
も
改
正
さ
れ
、
休
業
期
間
や

支
給
額
の
算
定
方
法
、
期
間
雇
用
者

の
取
扱
い
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福

岡
南

1(

５
１
３)

８
６
０
９

5(

５
７
４)

６
５
５
４

心
身
と
も
に
健
康
で
心
豊
か
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
「
健
康

寿
命
」
を
延
ば
す
た
め
、
市
は
「
い

き
い
き
春
日
21
」
を
作
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
成
人
世
代（
15
歳
〜
64
歳
）

の
「
運
動
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
代
人
は
運
動
不
足

市
の
調
査
に
よ
る
と
、
成
人
世

代
で
運
動
し
て
い
る
人
は
44
・

５
％
。
運
動
習
慣
者
（
１
日
30
分
、

週
２
回
以
上
の
運
動
を
１
年
以
上

継
続
し
て
い
る
人
）
は
13
・
７
％

と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
原
因
の
一
つ
に
運
動
不

足
が
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

運
動
の
効
果

生
活
習
慣
病
に
対
し
て
、
運
動

は
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

▽
心
肺
機
能
の
改
善
や
毛
細
血
管
、

筋
肉
を
強
化
し
、
疲
労
回
復
力

を
高
め
、
健
康
を
維
持
し
ま
す
。

▽
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や

し
、
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
す
。

▽
脂
肪
を
燃
や
し
、
高
脂
血
症
や

肥
満
を
防
ぎ
ま
す
。

▽
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
よ
く
な

り
、
血
糖
値
を
正
し
く
保
ち
ま

す
。

▽
血
圧
の
調
整
力
を
整
え
、
正
常

血
圧
に
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消

や
肩
こ
り
腰
痛
な
ど
の
軽
減
、
骨

が
丈
夫
に
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。

運
動
習
慣
者
に
な
ろ
う

運
動
を
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ

う
か

▽
週
２
回
以
上
の
運
動
を
し
よ
う

健
康
維
持
の
た
め
、
日
常
生

活
に
運
動
を
取
り
入
れ
、「
運
動

習
慣
者
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

▽
短
い
距
離
は
歩
こ
う

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階
段
を
歩

く
と
、
無
理
な
く
運
動
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
車
通
勤
を
電

車
・
バ
ス
通
勤
や
徒
歩
通
勤
に

替
え
る
と
、
１
日
の
運
動
量
が

ぐ
っ
と
増
え
ま
す
。

▽
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

を
積
極
的
に
し
よ
う

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
は
、
誰
も
が
で
き
る
手
軽
な

運
動
で
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

な
ど
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

心
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら
し
て
く

れ
ま
す
。

運
動
教
室
を
活
用

健
康
課
は
、
歩
い
た
時
間
に
応

じ
て
マ
ス
を
埋
め
て
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
「
歩
こ
う
マ
ッ
プ
」
や
市
内
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
紹
介
し

た
「
い
き
い
き
春
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
読
本
）」、
家
庭
で
で
き
る
ス
ト
レ

ッ
チ
を
紹
介
し
た
「
い
き
い
き
春
日

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
や
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
ろ
ん

な
運
動
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
　
次
回
は
成
人
世
代
の「
食
生
活
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

（
春
日
市
健
康
課
）

い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支
援
計
画

そ
の
１
「
成
人
世
代
｜
運
動
」

4
月
か
ら
施
行

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

地
震
で
被
害
を
受
け
た
と
き

「
固
定
資
産
税
」「
市
・
県
民
税
」

「
国
民
健
康
保
険
税
」
の
減
免



子育て中のみなさん、一人で悩みを抱えていませんか。子

育てに悩みは付き物。一人で抱え込まず、子育て仲間の輪を

広げて、この時期にしか味わえない子育てをみんなで楽しみ

ましょう。

子育て支援センター｢たんぽぽルーム｣のように、市内には

乳幼児と保護者が気軽に自由に集うことができる広場があり

ます。ぜひ利用してください。

情緒安定した子どもに育てましょう
子どもはみんな、豊かに伸びていく可能性を秘めています。

それを引き出すためには、くつろいだ雰囲気の中で子どもの

さまざまな欲求を適切に満たすことが大切です。大人は、精

神誠意、｢かまってくれている｣という安心感を、子どもに与

えなければなりません。これは、特に難しいことではありま

せん。手を握ったり、ひざの上に抱いたり、目を合わせたり、

｢肌のふれあう時間｣を持てばいいのです。

そんな環境の中で育てられた子どもは、情緒が安定し、自

分の命も他人の命も大切にしながら成長していけるもので

す。1日のほんの少しの時間でも、毎日の積み重ねが大きな

力となります。｢肌のふれ合う時間｣を大切にしましょう。

歌に合わせて、子どもをギューッと抱きしめたり、トーン

と下ろしたりして｢ふれあい遊び｣をやってみましょう。何度

も繰り返すと、子どもたちは最後にに何をしてもらえるか期

待し、その期待がかなうことで満足感や喜びを表します。

春日市の北の端のレンガ作りの2階建ての建物が｢若竹保

育｣です。トンガリ帽子の時計台は、子どものお城そのもの。

園庭には実のなる巨木がいっぱいです。

｢子どもはいつも夢を持ち、目はキラキラと輝き、逆境に

もめげず、若竹のごとく心も体も成長するよう保育するこ

と｣が同保育園の理念です。保護者が安心して預けられる保

育園として、また、子どもたちの生活の場として、子どもた

ち一人ひとりの気持ちを受け入れるよう、心がけています。

読み聞かせや音楽会など、園児以外の子どもやその保護者

も参加できる行事も行っています。気軽に参加してください。

若竹保育園（桜ヶ丘4-6）1(591)6023
（0～5歳児対象）

施設名 住　所 電話・ファックス番号 

光町児童センター  光町2-180-4      501-7014（　兼用） 

毛勝児童センター  大土居1-38      581-5614（　兼用） 

子育てステーション 
　　　ぽれぽれ 

須玖児童センター 
 須玖南2-120 
  （すくすくプラザ内） 

 春日1-38      572-8740（　兼用） 1

1

1 

1

5

5

5

5

     574-2431

     584-7739

♪ギュー
!



西日本スリランカ奨学金協会

スマトラ島沖地震被害状況を市長に報告

　昨年末に起こったスマトラ島沖地震による津波被害を受け

たスリランカに、被害状況の確認に出かけていた西日本スリ

ランカ奨学金協会のメンバーである片
かたのあきこ

野明子さん（松ヶ丘）

と古
ふるかわともや

川智也さん（若葉台西）、江
えぐちまさひろ

口正博さん・すま子
こ

さん（福

岡市）、ピーター・フェルナンドプレさんらが、被害状況の

報告と里親制度への協力のお礼のため、4月13日、市長を

表敬訪問しました。

　被災から4カ月経った今でも、現地の子どもたちは、十

分な食糧もなく教育も受けられないまま難民テント生活を

続けています。そんな子どもたちの教育支援として、同協

会では日本で里親を募り、今回、380人の里親をスリラン

カの子ども達に紹介しました。
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市の人口 
◎総人口 110,134人 
   　  （前年比 －128） 

 女 56,039人　男 54,095人 

◎世帯数 43,373世帯 

4/15現在 

まちのニュース 
T O W N  N E W S

　この日、スリランカの

子どもたちや現地状態、

救援物資の配布の様子な

ど撮影したビデオや写真

を持参。市長に「現地は、

想像以上に悲惨な状況で

した。今後も教育支援の

板碑 
い た び  

4月24日、歴史散歩の様子。第1回目の今回は、
市内北部の遺跡を歩いて見学しました。（写真は熊
野神社）

左から古川さん、ピーターさん、市長、江口正博さん、江口すま子さん、片野さん

表紙の写真

古紙配合率100％再生紙を使用しています 

　岩を板状に加工した板碑と呼ば

れる、中世の墓石。白水小学校用

地の発掘調査で見つかりました。

　この板碑は、小さな河原石を無

数に敷きつめた火葬墓の上に立て

られており、葬られた人たちが住

んでいたと思われる上白水の方を

向いて立っていました。周辺は、

古文書や発掘調査から白水荘と呼

ばれた村落の故地と推定されます。

（奴国の丘歴史資料館）

高さ 36cm( 奥 )。手前のものには釈
し ゃ か

迦、奥のもの

には阿
あ み だ

弥陀を表す梵
ぼ ん じ

字が刻まれている。

ための募金などを受け付けますので、ご協力お願いします」

と訴えました。

　今回のスリランカ訪問などの様子を、市民の皆
さんにも報告します。
日   時　５月28日（土）　午後１時～２時30分

会   場　市役所大会議室

参加費　無料

問い合わせ先　同協会

　 ピーター・フェルナンドプレ

　1( ６２３) ２６９２（5兼用）
　 江口正博
　1( ５６６) ８８３５（5兼用）
　 片野明子

報告会を行います




